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カ 四 o一罵 四 q蕊 菖 八
七 凶 七
ゴ㍗ 昌

。：＝二

備
考
　
工
業
統
計
表
昌
ヨ
ル
。

辱



’

　　　　　　　　　　　『「　　　　　　　　　ニー｝曹　　　　　　　　Ph　　　　　　　－一一一t　　　　　　一　　　　　　 一

　　　　　；mnv　　　　｝、he　＿1　－｝　一　17・

’

籠
．
額
ノ
圭
要
ナ
ル
モ
ノ
ハ
化
粧
石
鹸
、
洗
漏
石
鹸
、
工
業
用
石
鹸
噛
；
叢
近

二
於
子
バ
．
粉
石
鹸
ノ
生
唆
潜
加
著
シ
キ
モ
ノ
蜥
り
。
　
　
　
　
　
，

商
工
省
工
務
局
ノ
調
査
口
；
レ
ハ
，
昭
和
八
年
七
舟
ヨ
ー
昭
和
九
年
六
月
茎
ル
・

期
簡
東
京
、
京
都
、
大
阪
、
兵
亨
三
竺
縣
昌
於
ケ
ル
生
墓
会
繭
七
、
四
六
七

千
饒
圓
昌
シ
・
7
昭
和
七
年
－
入
年
同
期
ト
比
較
ス
レ
ハ
約
五
、
さ
二
千
鍮
圓
’
激

増
＋
リ
。

上
掲
府
縣
ノ
墾
籍
騨
爵
・
ル
募
率
ヲ
見
レ
彙
京
五
八
％
三
・
大
阪
二
八

％
九
昌
シ
一
デ
東
京
、
大
阪
・
二
地
方
昌
於
・
愚
額
ノ
八
七
％
ニ
ヲ
生
奮
・

昭
和
入
年
昼
九
年
度
二
於
ケ
ル
雲
ハ
主
よ
子
化
粧
石
鹸
ノ
自
然
需
要
埆
加
二

律
ツ
ラ
ト
蟄
口
㎜
ノ
増
大
ニ
ョ
ル
モ
ご
；
苧
、
洗
灌
石
鹸
ハ
大
阪
府
二
於
子

減
潔
ヲ
見
タ
ル
昌
反
・
シ
、
丘
康
昌
於
テ
ハ
増
奪
－
・
京
都
府
昌
於
ケ
ル
エ
業

用
嘉
ハ
軍
需
工
護
暢
蕊
維
工
撃
盛
況
真
「
星
藩
加
棊
タ
セ
リ
。

ゆ

値
生
慶
規
模

商
工
省
工
場
統
計
表
噌
；
・
ハ
石
鹸
及
化
粧
料
製
造
萎
ノ
譲
規
婆
ノ
如

　
シ　
　
　
　
從
業
員
繍
．
疑
　
　
　
　
六
、
八
〇
二
人

　
　
　
　
　
内
　
　
、
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

職

員
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女男
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E
工
　
娚

　
　
　
　
　
　
其
ノ
俺

　
　
　
　
工
　
場
　
轍

化
粧
用
石
鹸
工
場

工
業
用
　
　
・

剛
〇
七
二

　
　
五
隔

　
ヘニ
五
六
七

　
　二
九
七
三

二七
六九

計
嵐
〇
七
八

計
五
、
五
阻
○

　
　
剛
八
四

　L．

」
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藥
用
石
鹸
工
場
。

　
　
　
「
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其
ノ
他
・

　
計
　
　
　
工
場
ノ
地
方
的
分
布

京廣幅兵愛北東大
海

都島岡庵知道京阪

　
剛
四
圏
〇
七

　
七
二

　
二
七

三
二
五

剛一一一一 ��繼
一二三九二三一一七

、
藤
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7
／

∩
∠
，

尉

》

一

斯
業
ノ
操
業
状
況
ハ
最
近
極
メ
予
良
好
ニ
シ
予
京
都
府
二
於
子
ハ
全
能
力
操
業
ヲ

ナ
シ
大
阪
府
九
〇
－
入
○
％
、
兵
庫
縣
入
O
％
、
東
京
府
八
〇
％
ノ
準
均
操
業
率

ヲ
示
シ
居
ル
ニ
拘
ラ
ス
小
工
場
ノ
中
ニ
ハ
閉
鎖
セ
ル
モ
ノ
ヲ
生
セ
リ
。

内
外
零
要
ノ
増
進
ト
共
昌
生
路
品
ハ
比
較
的
好
調
ヲ
以
テ
清
化
セ
ラ
レ
、
化
粧
用
虹

二
工
鍛
用
等
ノ
需
要
特
二
埆
大
シ
ツ
ヅ
ア
リ
。

主
要
生
讃
業
．
者
次
ノ
如
シ

ラ
イ
ォ
ン
石
鹸
株
式
會
．
肚

合
同
油
脂
株
式
會
肚

株
式
會
肚
資
生
堂

丸
見
屋
商
店

株
式
會
肚
長
瀬
商
會

日
本
石
鹸
株
式
會
肚

ベ
ル
ベ
ツ
ト
石
鹸
株
式
會
肚

東
京
市
，
本
所
颪

東
京
市
王
子
冨

東
京
市
向
島
颪

ρ

大
阪
市
東
成
匠

兵
庫
縣
武
庫
郡
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一

卜
生
憲
業
者
ノ
損
餐
状
況

昭
和
．
入
7
九
年
度
昌
瞥
ず
ハ
原
料
ノ
値
下
リ
、
需
要
・
増
加
共
昌
隻
薯
二
好

　
條
件
ヲ
齎
ラ
シ
牧
擢
ハ
増
加
シ
ツ
Ψ
ア
リ
・

国
原
料
需
給
状
況

石
鹸
生
肇
要
・
ル
油
脂
貴
大
約
五
萬
噸
帥
チ
牛
．
脂
約
輯
四
・
O
O
O
噸

硬
化
油
約
二
〇
、
○
○
○
噸
、
椰
子
油
六
、
0
0
0
噸
蝋
油
・
諸
租
物
油
・

樹
脂
筆
○
、
○
○
○
噸
ノ
割
合
騨
；
・
ア
椰
子
油
以
外
・
植
物
油
ト
シ
ニ
大

豆
瀬
及
棉
實
油
ヲ
主
タ
ル
モ
ノ
ト
ス
。
之
等
ノ
．
油
脂
中
、
國
壽
化
油
ノ
他
ハ
何

レ
モ
大
部
分
ハ
油
脂
ト
シ
・
デ
又
ハ
原
料
ト
シ
テ
輸
入
サ
ル
ぴ
禦
硬
化
油
’
原

料
ト
シ
一
デ
内
國
竣
魚
油
ヲ
用
美
豆
油
ハ
極
；
少
量
ヲ
用
．
7
ル
昌
過
キ
三

他
ノ
原
料
タ
ル
苛
性
曹
達
ノ
需
給
昌
ッ
キ
テ
ハ
國
内
曹
達
工
業
ノ
嚢
建
ト
共
二

苛
性
薄
達
ノ
生
薩
高
ハ
遺
去
四
ケ
年
間
昌
幹
約
三
倍
ノ
激
増
ヲ
示
シ
輸
入
高

ハ
激
減
シ
、
而
モ
昭
和
七
年
以
來
海
外
轍
出
モ
現
ハ
レ
漸
次
増
加
’
傾
向
嘲
；

リ
0

＿一一L

謂
建
。
二
於
．
．
ハ
遂
昌
自
給
自
足
善
超
エ
テ
海
外
轍
出
方
面
昌
夢
注
ク
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苛
性
曹
逡
需
給
表
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状
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ω
主
要
國
別
輪
出
額
・

　
海
外
販
路
ト
シ
子
バ
殆
ト
東
洋
方
面
嵩
限
ラ
レ
、
印
度
南
洋
方
面
昌
ハ
多
少
ノ

　
取
引
ア
ル
モ
欧
米
品
ノ
根
強
牛
地
盤
ノ
タ
メ
ニ
開
拓
未
タ
思
ハ
シ
カ
ラ
ス
。

石
鹸
楡
出
國
別
表

（
輩
位
圓
）

し

噌

香
， 關 中 満 國

東
華
洲

民

港 州 闘 圃 名

昭

五 一 六

五 五 八 五 和

へ 箕 q ぺ
三 九 六 o 飛
．四 七 o 一
三 四 o 四 年

9　　．．

昭

六 三 七

九 七 四 八 和

四 些 異 只

九 六 七 一 九

九 八 七 六

四 三 七 四 年

◎

、
7
ー

、
∩
∠
，

i
l

・
｝

［
i
l
l
l

l
l

是

一
計 蘭 英 國

A其 領 領
締
共
印 印

） 度 度 別

昭

三
、

二 四 八 和

o 八 三

呉 六 ≒ 八

三 四 o
一 二 二 年

一 八 九

昭

三
、

五 三 四 和
・國 一 六

「 六 典 九

二 九 六

四 一 七 年

一 五 九
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備
考
　
宙
贋
洋
経
藩
桝
年
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ニ
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ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

主
要
販
路
ハ
最
近
二
於
予
大
＋
ル
攣
化
ナ
ク
満
洲
、
關
東
州
、
英
領
印
度
・
蘭
領

印
度
、
支
那
等
ニ
シ
テ
、
海
峡
殖
民
地
蛇
二
「
シ
ヤ
ム
」
等
二
於
テ
ハ
最
近
需
婁

増
加
ヰ
顯
著
ナ
ル
モ
ノ
ア
リ
。

回
楡
出
額
ト
生
藤
額
ト
ノ
割
合
（
昭
和
八
年
）

　
　
　
生
牽
額
　
　

三
七
、
六
九
圏
千
圓

　
　
　
鹸
　
出
　
額
　
　
　
　
　
　
三
、
二
〇
三
千
圓

　
　
　
割
　
　
　
合
　
　
　
　
　
八
％
四
九
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昭
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年
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線
．
喩
出
額
　
　
　
三
、
五
四
享
圓

　
　
　
　
封
満
洲
國
輸
出
額
　
　
　
　
七
八
二
千
圓

　
　
　
　
割
　
　
　
　
合
．
　
　
　
　
鰯
＝
哺
％

　
　
　
　
灘
洲
國
及
關
東
州
輸
出
鞘
　
　
　
＝
≡
七
千
圓

　
　
　
．
割
　
　
　
合
　
　
　
　
三
蝸
％

　
伺
輸
出
品
ノ
特
徴

　　

桴
F
向
製
．
㎜
ハ
化
粧
石
鹸
及
洗
濯
石
鹸
昌
限
ラ
レ
、
化
粧
石
鹸
ハ
惹
ナ
ル
モ

　
　
、
ヲ
爆
ク
レ
ハ
邦
人
向
ト
シ
一
ア
ゼ
王
し
「
ミ
ツ
ワ
」
・
フ
ラ
ブ
」
「
資
生
堂
「
ベ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
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最
重
ク
知
ラ
レ
居
ル
モ
∠
；
テ
藩
人
向
ト
シ
・

　
　
一
デ
ハ
上
流
階
級
ハ
前
逓
ノ
製
．
m
ヲ
需
警
ル
外
一
般
的
ニ
ハ
大
阪
製
ノ
下
級
品

　
・
二
限
．
7
レ
居
レ
リ
．
從
來
満
洲
人
ノ
需
要
ハ
洗
濯
石
鹸
昌
限
ラ
レ
從
ツ
藷
洲

　
　
忌
、
一
ア
需
要
サ
レ
ル
譲
ノ
大
部
分
ハ
洗
響
讐
限
ラ
レ
居
リ
シ
『
°
ト
近
來

　
　
邦
入
ノ
移
住
増
加
、
満
洲
人
ノ
生
活
程
度
向
士
；
レ
化
粧
石
鹸
’
霧
藩

．
証
引
鵯
、
㌃
嘱
溺
淵
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祀
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き
絋
箪
・
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．
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シ
ロ
目
本
製
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サ
ル
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ニ
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